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2000 年の CC-Link 協会発足とともに、日本発＆初のフィールドネットワークとし
て「CC-Link」の仕様を公開。それから 20 年、産業用ネットワークに対する市場から
の要望は大きく変化し、CLPA とその技術は時代と共に進化して参りました。2007
年には、業界初の 1Gbps Ethernet をベースとした産業用オープンネットワークと
して「CC-Link IE Control」、2009 年に「CC-Link IE Field」の仕様を公開。そして
2018 年、世界に先駆けて産業用オープンネットワークに TSN(Time-Sensitive 
Networking) 技術を採用した「CC-Link IE TSN」の仕様を公開し、その普及加速に向
けた取り組みを推進しております。

センサレベルからコントローラレベル、
さらに上位のITレベルまでをカバーする

CC-Linkファミリー
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C C - L i n kファミリー対 応 製 品 開 発の流れ

CC-Linkファミリー対応製品開発の流れ
CC-Link 協会は、CC-Linkファミリー対応製品の開発から販売まで
様々な局面で皆様をサポートいたします。

コンフォーマンステスト認定
品として、製品を販売してい
ただけます。
CLPAウェブサイトにて製品
のプロモーションを実施した
い場合は、パートナーメー
カーによる製品情報登録が
必要となります。

販売

開発される製品とネットワーク構成
から、ハードウェア、ソフトウェア
の詳細設計を行っていただきます。
コンフォーマンステスト仕様書、シ
ステムプロファイル (CSP+) 仕様
書、CSP+ 作 成 ガイドライン、
CSP+ 支援ツールをCLPAウェブ
サイトからダウンロードしてください。

開発設計・評価

「コンフォーマンステスト仕様書」に基
づき、機種毎のコンフォーマンステスト
を受験していただきます。このコン
フォーマンステストをスムーズに受験し
ていただくために、CLPAが用意する
国内外のテストラボをご利用いただけ
ます。
※コンフォーマンステストに合格した製
品には、認定書が交付されます。

コンフォーマンステスト受験

資料ダウンロード

設計図に基づき試作品を
製 作し、各 種の評 価を
行っていただきます。

量産予定品製作・評価

CC-Linkファミリー対応製品の
開発・販売に際しては、まず、
CLPAのレギュラー会員 or エ
グゼクティブ会員 or ボード会
員にご入会いただくことが必要
です。下記CLPAウェブサイトよ
りお申込みください。

CLPA へのご入会

CC-Link 協会入会のご案内

ネットワーク種別、局種
別、開発手法などを選択し
てください。
各開発ツールパートナー
メーカーより提供されてい
る各種開発手法をご利用
いただくことができます。

開発検討

パ
ー
ト
ナ
ー
メ
ー
カ
ー

CLPA主催の各種セミナーのほか、幹
事会社(三菱電機)主催のセミナーも開
講しています。初めてCC-Linkファミリー
を扱われる皆様から、実際にネットワーク
を構築される皆様にいたるまで、目的に
応じた技術知識をご提供いたします。

開発サポート

CC-Linkファミリー対応
製品開発のための仕様
書を、CLPAより無償で
ご提供いたします。詳細
は「開発手法のご案内」
をご参照ください。

技術仕様公開

パートナーメーカーが、開
発・販売するCC-Linkファミ
リー対応製品情報を登録
することにより、CLPAウェ
ブサイトにてその情報を公
開することができます。

プロモーション②

開発製品の適合試験
のための「コンフォーマ
ンステスト仕様書」を、
CLPAより無償でご提
供いたします。

コンフォーマンス
テスト仕様公開

C
L
P
A

パートナーメーカーが開発・販売する
CC-Linkファミリー対応製品をフルカ
バーした「CLPAパートナー製品検索
ツール」をご用意。
ユーザー様の選択肢の幅をさらに広げ
ていただけます。

プロモーション①

CLPAではコンフォーマンステストを
実施しております。コンフォーマンステ
スト用の設備を利用して、CC-Link
ファミリー製品を各種試験いただけ
ます。さらにコンフォーマンステストの
事前試験として、ノイズ試験、ハードウェア試験、ソフトウェア
試験、組合せ試験など、開発中のCC-Linkファミリー製品が
正常に通信可能かどうかなどを的確に確認できます。

テストラボ

CLPAパートナー製品検索ツールテストラボ利用の案内
https://www.cc-link.org/ja/support/testlab/index.html

●CC-Linkファミリー対応製品の通信において高い信頼性を確保
するために、機種毎に実施していただく試験です。

●皆様の製品に対して、CC-Linkファミリーの通信の動作に関する
試験を行い、その製品がCC-Linkファミリーの通信仕様を満たし、
ネットワークに接続できることを確認いたします。

●CC-Link IE Field BasicやSLMPの自動テストツール、
CC-Link IE TSNの公開ツールもご用意しております。

・ CC-Linkファミリーの通信部分の信頼性が確保できます。
・ 異なるメーカー間、機種間での相互接続時の

スムーズなシステム構成を図ることができます。

※コンフォーマンステストは、その製品がCC-Linkファミリーとしての共通仕様を満たしていることを確認するためのものであり、コンフォーマンステストに合格することが、製品そのものの性能、品質などを
保証するということではありません。

製品開発のご相談を承る
ほか、開発ツールパートナ
ーメーカー主催のセミナー
も開講しています。各メーカ
ーにお問い合わせください。

お問い合せ/コンサルティング

開発途中の技術的なご質
問にご対応いたします。各
メーカーにお問合せくださ
い。

技術サポート

各メーカーにお問い合わせ
ください。

開発ツールの販売開
発
ツ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
メ
ー
カ
ー

対象頁：P.5～P.12、P.21～P.32 対象頁：P.13 対象頁：P.15～P.19対象頁：P.41

https://www.cc-link.org/ja/downloads/
index.html#section-A

https://www.cc-link.org/ja/downloads/
index.html

https://www.cc-link.org/ja/clpa/
members/index.html
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C C - L i n kファミリー対 応 製 品 開 発の流れ

開発検討のステップ

開発するネットワーク種別の選択

リモートI/O局

リモートデバイス局

インテリジェントデバイス局

マスタ/ローカル局

1
Step

開発する局種別の選択2
Step

P.07へ P.09へ

まずは、どのネットワークに
対応するか決めましょう。

次に、どの局種別に
対応するか決めましょう。

開発手法の選択3
Step

開発場所の選択4
Step

P.11へ P.12へ

どの開発手法にするか
決めましょう。

どこで開発するか
決めましょう。

専用通信 LSI

ソフトウェア開発キット（SDK）等

組込みモジュール

PCボード

自社で開発

受託開発メーカーの利用

もしくは…
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C C - L i n kファミリー対 応 製 品 開 発の流れ

●1,000機種以上の豊富なパートナー製品
●対応機器を簡単かつ安価に開発可能
●CC-Link Ver.2では、より大容量のサイクリック伝送が可能

開発手法の選択3
Step開発する局種別

の選択2
Step開発するネットワ

ーク種別の選択1
Step

開発場所の選択4
Step開発するネットワーク種別の選択1

Step

RS485ベースのフィールドネットワークです。
高速かつ安定した入出力応答、自由度の高い拡張性。この圧倒的なパフォーマンスが認められ、
日本発、世界標準のオープンフィールドネットワークとして確固たる実績と信頼を積み重ねています。
CC-Linkファミリーの中で最も普及しているネットワークであり、今後もさらに進化を続けていきます。

高速制御が必要ない小規模装置へ適用しやすく、簡単に使え、開発することのできる汎
用Ethernet技術を活用したCC-Link IE通信です。CC-Link IEフィールドネットワークの
サイクリック通信をソフトウェアで 実現します

特長

●ギガビットEthernet技術を採用した、超高速・大容量のネットワーク型共有メモリ通信
●伝送路二重ループ（ループバック通信）による高信頼通信
●強力なネットワーク診断機能

ギガビットEthernetベースのコントローラネットワークです。
大規模なコントローラ分散制御と、各フィールドネットワークを束ねる工場内の基幹
ネットワークです。

特長

CC-Link IEとEthernet製品をシームレスにつなぐ共通プロトコルです。Ethernet製品
をSLMP対応させるのに必要なのはソフトウェア開発だけ。とても簡単です。 

ギガビットEthernetベースのフィールドネットワークです。
オープン＆シームレスなネットワーク環境のもと、1つのネットワークで高速なI/O制御か
らコントローラ分散制御までをカバーし、機器のレイアウトに合わせた自由度の高い配線
が行えます。

●ギガビット伝送とリアルタイムプロトコルにより、制御データと管理データの双方をストレスなく通信
●自在なネットワークトポロジ
●強力なネットワーク診断機能

特長

マスタ局

ローカル局

リピータ
（T分岐）

空間光リピータ

光リピータ（max.7.6km）リモート局

各種デバイス

待機マスタ局
（ローカル局）

Monitor and Setting
Monitor and Setting

Ethernet

7 8
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C C - L i n kファミリー対 応 製 品 開 発の流れ

対応機種（例）

対応機種（例）

対応機種（例）

対応機種（例）

対応機種（例）

開発する局種別の選択2
Step

リモートデバイス局

インテリジェントデバイス局

マスタ/ローカル局

PLC パソコン

HMI

指示計サーボインバータアナログ入出力

●マスタ局　：ネットワーク全体を管理する局です。1つの
ネットワークに1台のみ存在します。

●ローカル局：ビットデータおよびワードデータのサイク
リック伝送に加えて、マスタ局や他のロー
カル局との間でトランジェント伝送が可能
な局です。

管理局/通常局

●管理局：ネットワークを管理する局で、1ネットワークに
1台のみ存在します。 
管理局にサイクリック伝送の各局送信範囲を
割り付けます。

●通常局：管理局で割り付けられた範囲に従い、サイクリ
ック伝送およびトランジェント伝送を行う局です。

●ビットデータおよびワードデータのサイクリック伝送に加
えて、マスタ局との間でトランジェント伝送が可能な局で
す。

●ビットデータおよびワードデータのサイクリック伝送が可
能な局です。

リモートI/O局

電磁弁ディジタル入出力

●ビットデータのサイクリック伝送が可能な局です。

サイクリック伝送

同じネットワーク内で周期的に行われる交
信を「サイクリック伝送」と呼びます。
サイクリック伝送の周期は計算で求めるこ
とが可能で、かつばらつきが小さいので制
御周期の定時性が要求されるフィールド
ネットワークに最適な伝送方式です。

トランジェント伝送

同じネットワーク内で、交信要求があったと
きのみ行われる交信を「トランジェント伝送
」と呼びます。HMIからPLCのデータを読
み書きするなど、サイクリック伝送とは別に
任意のタイミングでメッセージを送受信す
る際に使用します。

ビットデータとワードデータ

サイクリック伝送で扱うデータの種類とし
て、ON/OFF情報などのビットデータ（リモ
ート入出力）と、アナログ情報などのワード
データ（リモートレジスタ）があります。
リモートI/O局はビットデータのみを扱うこと
ができます。

占有局数

CC-Linkにおいては1局あたりのデータ量
が決まっており、機器1台で扱うデータ量を
もとに占有局数を1局から4局の間で設定
します。

占有局数が大きいほど1台の機器でより
多くのデータを扱うことができますが、その
分ネットワーク全体で接続できる機器の台
数は少なくなります。

ビットデータ（リモート入出力） …入力／出力各32ビット

ワードデータ（リモートレジスタ） …入力／出力各4ワード

1局あたりのデータ量

開発手法の選択3
Step開発する局種別

の選択2
Step

1
Step

開発場所の選択4
Step

PULL

USB

Q25HCPU QX10 QJ71BR11
RUN

T.PASS
SD

ERR

MNG
D.LINK
RD
ERR

RUN
T.PASS

SD
ERR

MNG
D.LINK
RD
ERR

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F

MODE
RUN
ERR

USER
BAT

BOOT

PULL

QJ71BR11QX41
POWERQ61P-A1

QJ61BT11
RUN
MST

SD
ERR.

L RUN
S MST
RD
L ERR

1

3

5

7

2

4

6

PULL

USB

Q25HCPU QX10 QJ71BR11
RUN

T.PASS
SD

ERR

MNG
D.LINK
RD
ERR

RUN
T.PASS

SD
ERR

MNG
D.LINK
RD
ERR

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F

MODE
RUN
ERR

USER
BAT

BOOT

PULL

QJ71BR11QX41
POWERQ61P-A1

QJ61BT11
RUN
MST

SD
ERR.

L RUN
S MST
RD
L ERR

1

3

5

7

2

4

6

PLC パソコン HMI

開発するネットワ
ーク種別の選択
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C C - L i n kファミリー対 応 製 品 開 発の流れ

対応ネットワーク

対応ネットワーク

対応ネットワーク

対応ネットワーク

●専用通信LSI

●組込みモジュール

●PCボード

●ソフトウェア開発キット（SDK）等

CC-Linkファミリーの各ネットワークのプロトコル仕様を記載したドキュメントをCC-Link協会会員の方
に無償で提供しております。この仕様書をもとに、接続製品を開発することができます。
CC-Link協会が発行しているドキュメントについては、CC-Link協会Webサイト
（http://www.cc-link.org/）の「資料一覧」をご参照ください。

開発手法の選択3
Step

開発場所の選択4
Step

開発手法

開発手法の選択3
Step開発する局種別

の選択2
Step開発するネットワ

ーク種別の選択1
Step

開発場所の選択4
Step

開発手法の選択3
Step開発する局種別

の選択2
Step開発するネットワ

ーク種別の選択1
Step

開発場所の選択4
Step

●リアルタイムOSなどの各種OSに対応可能

●プロトコルを意識することなく対応製品の開発が可能
●通信回路の小型化が容易

●組込みモジュールに比べて開発のための技術力や時
間が多く必要

●ユーザ基板に装着することで通信機能を実現可能
●複数種類のネットワークへの対応が容易

●機器の小型化に限界がある
●生産量が多くなるほど割高になる

●用途がパソコンに限られ、リモートI/O等のフィールド
機器への適用は困難

●ソフトウェア開発だけで製品開発が可能
●コンフォーマンステストはソフトウェアの機能確認のみ

●サイクリック伝送機能がない
●通信速度などの性能はCC-Link IE直結の方が高い

デメリット

メリット

デメリット

メリット

デメリット

メリット

デメリット

メリット

自社で一からプロトコルを実装するのは難しい…
でも

C C - L i n k フ ァ ミ リ ー 仕 様 書

CC-Link協会が発行している仕様書をもとに自力で製品を開発することもできますが、ネットワークの種
類に応じて各社より用意されている開発手法（専用通信LSI、組込みモジュールもしくはPCボード）を利
用すればより簡単かつ短期間で製品を開発することができます。

各 社 提 供 の 開 発 手 法 利 用

本書で紹介している各種開発手法を利用して、自社で通信インタフェースを開発いただきます。

自社で開発するのは難しい…
でも

自 社 で 開 発

自社開発における技術面や人員面などの問題をクリアする方法のひとつとして、通信インタフェースの
ハードウェアやソフトウェアの開発を受託するメーカーがあります。
詳細については該当ページをご参照ください。

受 託 開 発 メ ー カ ー の 利 用

ネットワーク・局種別の選択 の例

●ディジタル入出力
●電磁弁

●アナログ入出力
●インバータ
●サーボ
●指示計

●HMI

●PLC
●パソコン

ビットデータ
入力/出力

各32ビット
ワードデータ
入力/出力

各4ワード

ビットデータ
入力/出力

各32ビット
ワードデータ
入力/出力

各4ワード

ビットデータ
入力/出力

各32ビット
ワードデータ
入力/出力

各4ワード

ビットデータ
入力/出力

各32ビット
ワードデータ
入力/出力

各4ワード

サイクリック
伝送

トランジェント
伝送

ハード
ウェア

ソフト
ウェア

ハード
ウェア

ソフト
ウェア

ハード
ウェア

ソフト
ウェア

ハード
ウェア

ソフト
ウェア

サイクリック
伝送

トランジェント
伝送

サイクリック
伝送

トランジェント
伝送

サイクリック
伝送

トランジェント
伝送

1局 1～2ヶ月

3～4ヶ月

6～12ヶ月

6～12ヶ月

1～4局

1～4局

1～4局

専用
通信LSI

組込み
モジュール

パソコン
ボード用
ドライバ

専用
通信LSI

組込み
モジュール

パソコン
ボード用
ドライバ

専用
通信LSI

組込み
モジュール

パソコン
ボード用
ドライバ

専用
通信LSI

組込み
モジュール

パソコン
ボード用
ドライバ

インテリジェント
デバイス局

リモート
デバイス局

マスタ/ローカル局

リモートI/O局

1局あたりの
データ量 占有局数 通信方式 開発対象 開発に要する

期間の目安 適用機種（例） 開発手法

以下は、CC-Linkを例に局種別ごとの違いをまとめたものです。
開発に要する期間は条件により異なる場合がありますので、あくまでも目安としてお考えください。

●ソフトウェア開発だけで製品開発が可能
●コンフォーマンステストはソフトウェアの機能確認のみ

11 12
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C C - L i n kファミリー対 応 製 品 開 発の流れ

Memo （シーエスピープラス）

CSP+とは
CSP+とはControl&Communication System Profile Plusの略で、CC-Linkファミリー対応機器の立ち上げ、運用・保守のために 
必要な情報（ネットワークパラメータの情報やメモリマップ等）が記述されているプロファイルです。
CSP+はプロファイル仕様を統合したため、CC-Linkファミリー全てのプロトコルが同一書式で記述可能です。
また、CSP+の使用により、CC-Linkファミリー採用ユーザー様が、同一エンジニアリングツールで各機種のパラメータを簡単に設定する
ことができます。

CSP+開発のメリット
❶�エンジニアリングツール環境を統合� �

CC-Linkファミリー対応製品の開発ベンダー様は、開発する製品に対応するCSP+ファイルを作成すれば、個別のエンジニアリング
ツールを作成する必要がありません。更に、診断やエネルギー管理など用途に応じたプロファイル記術により、エンジニアリングツールで
それぞれの用途に特化したレイアウトの専用画面を表示することができるようになります。

❷�サポート業務の軽減� �
ネットワークパラメータの情報やメモリマップがCSP+ファイルに記載されているため、CC-Linkファミリー採用ユーザー様はマニュア
ルレスでネットワークパラメータの設定やコメント作成ができます。また、機器のパラメータ設定やモニタなどがプログラムレスで可能な
ため、開発ベンダー様のユーザーサポート業務が軽減されます。

❸�XML形式を採用� �
CSP+対応ファイルはXML形式のため、汎用のXML処理用ライブラリが活用できます。そのため開発ベンダー様は、プロファイル
開発工数を削減することができます。

CSP+のコンフォーマンステストについて
CSP+試験項目追加に伴い、コンフォーマンステストは今後以下の運用となります。

❶�新規にCC-Linkファミリー対応製品を開発されるパートナー様� �
2013年4月より、新コンフォーマンステスト仕様書に基づき、従来から実施の機器の試験に加え、CSP+の試験受験が必要となります。

❷�既に認定されている製品をお持ちのパートナー様� �
既に認定されている製品につきましては、CSP+の開発は任意となります。�  
尚、CSP+のみにコンフォーマンステストは無料で実施いたします。

CSP+の運用の流れ
（1）�CSP+作成支援ツール（CC-Link協会のホームページからダウンロード可能）を使用して、開発ベンダー様が、CC-Linkファミリー対

応機器のプロファイルを作成。
（2）�上記ファイルを作成完了後、CC-Link協会にてコンフォーマンステストを実施し、認定されたファイルをCC-Link協会のホームペー

ジに掲載。
（3）�CC-Linkファミリー対応製品開発ベンダー様が作成したCC-Linkプロトコルファミリー接続機器のプロファイルを記述したCSP+

ファイルを、CC-Linkファミリー採用ユーザー様はCC-Link協会または、開発ベンダー様のホームページよりダウンロード。
（4）�CC-Linkファミリー採用ユーザー様は、CSP+を使用できるエンジニアリングツールを使用し、（3）でダウンロードした利用する機器の

CSP+ファイルをインポートし、機器のエンジニアリングを実施。

運用方法

CSP+作成支援ツールを使用して、
プロファイルを作成

製品同梱

インターネット公開
（CC-Link協会パートナー/
 CC-Link協会）

エンジニアリングツール
（モニタ、診断、パラメータ設定、etc）

CSP+

①作成 ②コンフォーマンス ③公開 ④利用

対象者 •• CC-Linkファミリー製品開発ベンダー •• CC-Link協会
•• CC-Linkファミリー製品開発ベンダー
•• CC-Link協会

•• CC-Link採用ユーザー

以下URLをご参照ください。 https://www.cc-link.org/ja/cclink/cspplus/index.html

■■CSP+の概要

13 14
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コンフォーマンステスト受 験

コンフォーマンステスト受験

コンフォーマンステスト仕様書については、CC-Link
協会Webサイト（https://www.cc-link.org/）の「資
料一覧」をご参照ください。

コンフォーマンステストを受ける手続き

コンフォーマンステスト規定のご確認

開発品に該当するテスト仕様書をCLPAから入手

CLPAからテスト日程のご連絡

テスト仕様書あるいはテストツールに基づき
自社テストを実施

コンフォーマンステスト
依頼書によりテスト申込み

テスト開始

テスト結果ご連絡

認定証明書・報告書の送付

CLPAでのテスト開始までに、自社テスト項目すべて
合格する必要があります。

テスト期間はおよそ2週間です。
原則としてパートナー殿の立会いは不要です。
立会いを希望される場合は事前にCLPA事務局まで
ご相談ください。

開発が完了したら、CC-Link協会が実施する「コンフォーマンステスト」を受験いただきます。
コンフォーマンステストに合格すると、その製品はCC-Linkファミリー対応製品として販売することが
できます。

コンフォーマンステストとは

●コンフォーマンステストは、その製品がCC-Linkファミリーとしての通信仕様を満たしていることを確認するための
ものであり、機器固有の機能についてはテスト対象外です。

●コンフォーマンステストに合格することが、製品そのものの性能、品質などを保証するということではありません。

ノイズ試験
ハードウェア試験
ソフトウェア試験
組み合わせ試験

インタオペラビリティ試験
エージング試験
CSP+確認試験

注意

CC-Linkファミリー対応製品に対し、CC-Link協会が定める
通信の動作に関する試験を行い、その製品がCC-Linkファ
ミリーの通信仕様を満たし、CC-Linkファミリーネットワークに
接続できることを確認するために実施するものです。

コンフォーマンステストを実施すると…
●CC-Linkファミリーの通信部分の信頼性が確保できます。
●異なるメーカー間、機種間での相互接続時のスムーズな

システム構築を図ることができます。

Chec
k!

Chec
k!

Chec
k!

コンフォーマンス
テスト項目

1
2
3
4

5
6
7

CC-Link IE Field Network BasicおよびSLMPにつきましては、基本的にテストツールを用いて開発いただいたお客様にて試験を行っていただきます。

テスト開始予定日までに機材と
自社テスト結果報告書をCLPAに送付

テスト仕様書の場合 テストツールの場合

15 16
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コンフォーマンステスト受 験

テストラボ利用のご案内
CC-Link協会では、CC-Link製品の各種試験が行えるように、コンフォーマンステストの設備をご利用いただける試験場をご案内し
ています。また、CC-Link IE Fieldのコンフォーマンステストでは、IEEEで規定されている1000BASE-Tコンプライアンステストを実
施いただく必要があります。
コンフォーマンステストのパートナー殿実施項目の際にご利用ください。

お問い合わせ先

三菱電機エンジニアリング 神奈川県立産業技術総合研究所

CC-Link ファミリーコンフォーマンステスト全般が可能な試験場

●三菱電機エンジニアリング株式会社 名古屋事業所 CC-Linkテストセンター

お問い合わせ先

CC-Link/CC-Link IE Field コンフォーマンステスト全般が可能な試験場
●地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所 事業化支援部

お問い合わせ先
〒135-0064　東京都江東区青海2-4-10・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・TEL：03-5530-2111（代表）　FAX：03-5530-2765
対応内容：1000BASE-Tコンプライアンステスト

CC-Link IE Field コンフォーマンステストにおける1000BASE-Tコンプライアンステストが可能な試験場

●地方独立行政法人 東京都立産業技術研究センター

●島根県産業技術センター

テスト項目と実施区分
テスト項目には、事前にパートナー殿でテストを行っていただ
く項目と、CC-Link協会でテストを行う項目があります。
項目によっては、パートナー殿とCC-Link協会の両方でテス
トを実施するものもあります。
CC-Link協会でテストを開始するまでに、パートナー殿での
事前テスト項目すべて合格する必要があります。

コンフォーマンステスト仕様書の種類については、CC-Link
協会Webサイト（https://www.cc-link.org/）の「資料一覧」
をご参照ください。

パートナー殿での事前テストに必要な資料・機材

推奨部品
CC-Linkでは、物理層にあたる一部の部品について、使用し
ているメーカーおよび型名を確認する試験広告があります。
また推奨部品以外の部品を使用している場合、追加の試験
項目が発生します。

●電源ノイズ試験（コモンモード）
●ケーブル（束線）ノイズ試験
●通信端子間の浮遊容量測定
●ケーブル限界長試験

●CC-Linkコンフォーマンステスト仕様書

CC-Linkにおける
パートナー殿事前実施項目の例

資　料

機　材
●PLC（マスタ局）

既認定製品をご使用ください。

●PLC用エンジニアリングツール
既認定製品をご使用ください。

●CC-Linkケーブル
既認定製品をご使用ください。
必要ケーブル長（数）：5m（1）、200m（1）

●インパルスノイズシミュレータ
　（電源ノイズ試験・ケーブル（束線）ノイズ試験用）

●LCRメータ（浮遊容量測定用）
測定周波数 10MHzに対応したもの

〒690-0816　島根県松江市北陵町1番地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・TEL：0852-60-5140　FAX：0852-60-5144
対応内容：1000BASE-Tコンプライアンステスト

〒243-0435　神奈川県海老名市下今泉705-1・・・・・・・・・・・・・・・・・TEL：046-236-1500（代表）　FAX：046-236-1525
URL: https://www.kanagawa-iri.jp/
対応内容：CC-Link/CC-Link IE Fieldコンフォーマンステスト全般
　　　　 1000BASE-Tコンプライアンステスト

〒486-0906 愛知県春日井市下屋敷町字下屋敷139・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・TEL：0568-36-3863（直通）
E-mail: mei_mee_testlab@mp.mee.co.jp
対応内容：CC-Linkファミリーコンフォーマンステスト全般
　　　　 1000BASE-Tコンプライアンステスト

コンフォーマンステスト受験
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CC-Link製品のコンフォーマンステスト支援
三菱電機エンジニアリング株式会社

支 援 内 容

パートナーメーカ事前テスト
コンフォーマンステストには、パートナーメー
カー事前テストとCC-Link協会コンフォーマ
ンステストがあり、CC-Link協会へコン
フォーマンステストを依頼する前に、パート
ナーメーカー事前テストを行い、合格する必
要があります。テスト機材の問題等で評価で
きない場合、当社がテストを代行します。

対策支援
製品開発に携わってきた経験と知識を活かし、
CC-Link協会コンフォーマンステストで問題が発生
した場合、当社のテスト機材を使用し、不具合の再現
と対策検討を支援します。

CC-Link IEを含む全ての製品群のコンフォーマンステストが可能
従来からのCC-Link、CC-Link/LTに加え、CC-Link IEのコンフォーマンステストまで対
応できます。（立会い、受託どちらでも対応可能）
CC-Link IE Fieldにてパートナーメーカー事前テストとなっている1000BASE-Tコンプ
ライアンステスト装置を保有しています。

CC-Link協会の発足と同時に受託試験所としてコンフォーマンステストを
行ってきた豊富な実績と経験を活かし、あらゆるニーズにお応えします。

出張テストサービス
ご要望により、お客様のご指定の場所に機材を持って伺い、ノイズ試験などのパートナー
メーカー事前テストをその場で実施することも可能です。

EMC試験対応

CC-Link協会コンフォーマンステストの事前確認が可能
CC-Link協会コンフォーマンステスト機材を使用し、組み合わせ試験、エージング試
験など、CC-Linkコンフォーマンステストを事前に確認することが可能です。

パートナー
メーカー
事前テスト

CC-Link協会
コンフォーマンス
テスト

コンフォーマンステスト

三菱電機エンジニアリング株式会社
名古屋事業所

〒486-0906　愛知県春日井市下屋敷町字下屋敷139
TEL： 0568-36-3863（直通）
FAX： 0658-36-2045
E-mail: mei_mee_testlab@mp.mee.co.jp

＜CC-Linkテストセンター＞

●公共交通機関ご利用 ： 1.名鉄小牧線「春日井駅」下車 徒歩5分
　 2.JR中央線「勝川駅」下車タクシー 10分

国
道
１９
号
線

国
道
41
号
線 名

鉄
小
牧
線

県
道
名
古
屋
犬
山
線

J
R
中
央
線

至平安通 至名古屋至大曽根至名古屋至名古屋

旭産業

昭和
自動車学校

勝
川
駅

名
古
屋
空
港

N春
日
井
駅

味美上ノ町
交差点

大和町2丁目
交差点

名古屋事業所名古屋事業所

▲

お問合せ先

認定書発行までの流れ

試作品完成

パートナーメーカー
事前テスト

認定書発行

CC-Link協会
コンフォーマンステスト

過去500件以上のテスト実績があり、現在も50件以上/年のテストを実施

CC-Link協会
認定書発行の

早期実現

開発期
間

の短縮

試験所の特長

全国5拠点(東日本、静岡、中日本、西日本、九州)のEMCテストセンターを保有しています。
CC-Link/CC-Link IE製品のEMC試験が可能です。

Memo
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三菱電機株式会社

本社機器営業部 03-3218-6760
北海道支社 011-212-3794
東北支社 022-216-4546
関越支社 048-600-5835
新潟支店 025-241-7227
＜三菱電機FAサイト＞ http://www.mitsubishielectric.co.jp/fa

三菱電機オープンシステムセンタ
TEL：052-712-2369
E-mail： OSC@rj.MitsubishiElectric.co.jp

神奈川支社 045-224-2624
北陸支社 076-233-5502
中部支社 052-565-3314
豊田支店 0565-34-4112
関西支社 06-6486-4122

中国支社 082-248-5348
四国支社 087-825-0055
九州支社 092-721-2247

問合せ先

技術相談窓口

CC-Linkファミリー対応製品のスピード開発へ。

コンサルティングから開発ツールのご提供まで、
三菱電機がお手伝いします。

CC-Linkファミリー接続対応製品開発におけるサポート体制
■サポート CC-Linkファミリー各種技術資料の技術サポート（パートナメーカ様専用電話、FAX、Eメール開設）
■オープンシステムセンタ 受付9：00～12：00　13：00～17：00（土曜・日曜・祭日・当社休業日は除く）
 TEL（052）712-2369　Eメール：OSC@rj.MitsubishiElectric.co.jp

皆様の製品を、日本発の産業用オープンネットワークCC-Linkファミリーに対応させること・・・。
それは、マルチベンダ製品ならではのシステム自由度を確保できるだけでなく、その製品競
争力を一挙にグローバルレベルへと飛躍させるチャンスでもあります。
国際標準ISO15745-5＊1・IEC61158・IEC61784＊2をはじめ、SEMI＊3、中国国家標準GB＊4、
韓国国家標準KS＊5、日本標準規格JIS＊6といった数々の国際・国家規格を取得し、名実とも
にグローバルスタンダードとなったCC-Link。
そして、新世代のCC-Link IEコントローラ・CC-Link IEフィールドなど、CC-Linkファミリーの
対応製品を、スピーディに、確実に開発していただくために、三菱電機では、開発ツールの
ご提供をはじめ、あらゆる局面で皆様をバックアップさせていただきます。

通常局
■オブジェクト開発
オブジェクトコードを使用して通常局を開発する手法です。オブジェクトコード
とデバイスキットを組み合わせることで自由度の高い設計が可能です。

三菱電機 CLPA

お客様

＊1：アプリケーション統合フレームワーク　＊2：産業用フィールドバスプロトコル規定　＊3：SEMI E54.12 E54.23-0513
＊4：GB/T 19760 20299.4　＊5：KSB ISO 15745-5　＊6：JIS TR B0031

ドライバ開発
■ドライバ開発＊1

弊社販売のパソコン用インタフェースボード（Q80BD-J71GP21-SX/ 
Q81BD-J71GP21-SX）の各種OSに対応したドライバを開発する手法です。

インテリジェントデバイス局・リモートデバイス局
■GbE-PHY内蔵通信LSI CP520
CC-Link IEフィールドネットワーク用通信ASIC、MPU、およびGbE-PHYを一体
化したLSIです。プロトコルを意識することなく、サイクリック伝送やトランジェント伝
送を行う機器が開発可能です。
モーション機能にも対応しています。ソフトウェアでCP520を制御します。

■専用通信LSI CP220
プロトコルを意識することなく、サイクリック伝送やトランジェント伝送を行う機器が開
発可能な通信LSIを使用して開発する手法です。モーション機能にも対応しています。
ソフトウェアでCP220を制御します。

＊１ CC-Link協会への入会が、必ずしも必要でない場合があります。　詳細は三菱電機オープンシステムセンタまでお問い合わせください。

マスタ局
■ソースコード開発
ソースコードを使用してマスタ局を開発する手法です。
ソースコードと通信LSIを組み合わせることで自由度の高い設計が可能です。
モーション機能にも対応しています。

情報通信
Ethernet

コントローラ分散制御

シームレス
情報連携

安全制御

I/O制御 モーション制御

情報ネットワーク

コントローラネットワーク

フィールドネットワーク

省配線ネットワーク

マスタ局・ローカル局・インテリジェントデバイス局
■組込み形インタフェースボード Q50BD-CCV2
組込み形インタフェースボードを使用して開発する手法です。ユーザ基板
に、このインタフェースボードを装着することにより、CC-Linkマスタ局、ロ
ーカル局、インテリジェントデバイス局の機能を実現することができます。

■オブジェクト開発

■ソースコード開発

オブジェクトコードとデバイスキットを使用して開発する手法です。オブジェクト
コードを用いた開発により、組込み形インタフェースボードを使用する場合に
比べて、より自由度の高い設計が可能です。

ソースコード（C言語）を使用して開発する手法です。

リモートデバイス局
■専用通信LSI MFP3N
プロトコルを意識することなくビットデータ、ワードデータを扱う機器が開発
可能な通信LSIを使用して開発する手法です。ソフトウェアでMFP3Nを
制御します。ソフトウェアを作成することで、CC-Link Ver.1/Ver.2の双
方に対応可能です。

リモートI/O局
■専用通信LSI MFP2N/MFP2AN
プロトコルを意識することなくビットデータを扱う機器が開発可能な通信
LSIを使用して開発する手法です。パッケージの大きさ（ピン数）と入出力
点数に応じて、MFP2N、MFP2ANの2タイプをご用意しています。

■組込み形I/Oモジュール ＊1 ＊2

プロトコルを意識することなくビットデータを扱う機器が開発可能な小型
の組込み形モジュールです。お客様が開発した基板に直接実装可能な
うえ、カスケード接続によりI/O点数の拡張（同一基板内に最大2台実
装）が可能です。

ドライバ開発
■ドライバ開発 ＊1

弊社販売のパソコン用インタフェースボード（Q80BD-J61BT11N/ 
Q81BD-J61BT11）の各種OSに対応したドライバを開発する手法です。

ドライバ開発
■ドライバ開発＊1

弊社販売のパソコン用インタフェースボード（Q80BD-J71GF11-T2/ 
Q81BD-J71GF11-T2）の各種OSに対応したドライバを開発する手法です。

＊1 CC-Link協会への入会が、必ずしも必要でない場合があります。詳細は三菱電機オープンシステムセンタまでお問い合わせください。
＊2 コンフォーマンステストが、必要のない場合があります。詳細は三菱電機オープンシステムセンタまでお問い合わせください。
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Hilscher
Gesellschaft für

Systemautomation
mbH

（ヒルシャー・ジャパン株式会社）

ヒルシャー・ジャパン株式会社
〒160-0022
東京都新宿区新宿1-3-8
YKB新宿御苑ビル
TEL： 03-5362-0521　FAX： 03-5362-0522
URL： https://www.hilscher.jp
E-mail： info@hilscher.jp

問合せ先

ヒルシャーはCC-Linkファミリー機器開発における皆様の信頼できるパートナーです。

■CC-Link ・ CC-Link IE Field Basic対応通信インターフェース

■CC-Link IE Field対応通信インターフェース

■CC-Link対応通信インターフェース

各種インターフェース製品、受託開発･製造、
ワークショップまでCC-Linkファミリー対応
ソリューションを総合的にサポート

ワンパートナー » ワンチップ » オールシステム
産業用通信ソリューションを共通プラットフォームで。

●CC-Link V2.0認証取得済み
●リモート･デバイス向けの全プロファイルをサポート
（MFP3同等）

●デュアルポートメモリ又はシリアルによるホスト･イン
ターフェースで簡単制御

●netX内蔵ARMコアでユーザーアプリケーションの
実装可能

●全てのヒルシャー製品及びプロトコルで共通の
アプリケーション･インターフェース

●トータルな開発コスト削減と迅速な市場投入が可能
●使いやすい共通のコンフィグレーションツール

SYCON.net

組込みモジュール、PCカードからチップまで、
ヒルシャーはあらゆる要求に最適なソリューションを提供します。
ハードウェア、ソフトウェア、開発環境、技術サポートをワンパッケージで。
産業用通信の導入を検討されている皆様、
フィールドバスとリアルタイム・イーサネット市場で長年の実績を誇る
netXの技術とノウハウを持ち合わせたヒルシャーにお任せください。

netXファミリーはあらゆるオートメーション機器（ドライブ、I/O、PLC、バーコードリー
ダー、等々）に統合する為にヒルシャーによって開発された複数のマルチプロトコ
ル･ネットワーク･コントローラによって構成されています。netXチップはARMコア
CPUを実装し、総合的な各種ペリフェラル機能を内蔵、主要なフィールドバス及
び産業用リアルタイム･イーサネットといった多くのプロトコルを一つのハードウェ
アによってサポートしています。ヒルシャーから提供されるファームウェアを利用して

お客様独自のCC-Linkインターフェースが設計できます。
専用のNXHXソフトウェア開発ボードを使用する事によりCC-Linkインターフェー
スとユーザー･アプリケーションの評価･開発が容易に行えます。汎用的なハード
ウェア以外にNXHXはデバッグ・インターフェースとして最も一般的なJTAGの他
にビルトインJTAG-USBインターフェースを持ち、Eclipseベースのヒルシャーオリ
ジナル統合開発環境netX Studio CDTをお使い頂けます。

■ASIC（通信コントローラ）

ヒルシャーのCC-Linkファミリー製品技術の特徴

netX 51 netX 52 netX 90
通信 アプリケーション

Cortex-M4 at 100 MHz 
with MPU

xPIC/100MHz
576 KB
1024 KB

8/16bit DPM
2x SPI/SQI 125M

2 ch
PHY/スイッチ/ハブ

IEEE1588
UART/I2C

MAC / MLED
GPIO

Timer/ADC SAR

Cortex-M4 at 100 MHz 
with MPU and FPU

xPIC/100MHz
64K

512 KB
Internal 32bit

ー

ー
ー

IEEE1588
UART/I2C/QSPI/CAN
IO-Link / MAC / MLED

PIO / GPIO / MMIO

Timer/ADC SAR
EnDat 2.2/BiSS / SSI

cifX通信インターフェースは最大のパフォーマンス、機能及び柔軟性といった全ての要素を低コストで提供します。標準的なPC環境でご使用頂けるPCI・PCI Express・
Mini PCI Express(各スレーブのみ)が現在リリースされており、その他のフォームファクターもお客様のプロジェクトに応じて開発致します。各主要なRTOS向けのドライ
バも準備されており、コンフィグレーション･ツール、ドライバ、イグザンプル、マニュアルといった開発に必要なソフトウェアがフルパッケージで付属しています。 

PCカード
cifX
● 専用通信I/Fカードでシステム全体を低コスト且つパワフルに
● PCI/PCI Express/Mini PCI Express
● 各種OS対応ドライバ（Windows/INtime/RTX/VxWorks/Linux/Windows CE/QNX）

及びOPCサーバー

組込み通信モジュール
comX
● 同じホスト基板をモジュール交換により全プロ
トコル対応可能

● デュアルポートメモリ又はシリアルのホストI/F
● コンパクト且つ頑丈なメカニカルマウント
● 短期間の市場投入で自社開発コスト削減

● CC-Link IE Fieldネットワークに対応したインテリジェントデバイス局開発用
● 固定ボーレート1 Gbit/s
● CSP+コンフィグレーション用定義ファイル
● SLMP経由で非周期通信対応
● PCカード、組込みモジュール両方のフォームファクタで提供

■CC-Link IE Field Basic対応通信インターフェース
● CC-Link IE Field Basic スレーブ対応
● ボーレート100 Mbit/s 
● SLMP経由で非周期通信対応　
● ソフトウェアの交換だけで既存リアルタイム・イーサネット対応netX ベース製品全てで対応可能
● 従来のヒルシャー製品ポートフォリオ同様に他プロトコルと同じアプリケーションインターフェース、ドライバ、ツールが使用可能
● PCカード、組込みモジュール等全てのnetXベース製品で対応可能

DIL-32タイプ
通信ICモジュール
netIC
● 低コスト機器向け小型通信モジュール
● UART/SPIシリアルI/F（Modbus RTU）
● SSIOでCPUレス設計が可能

CPU

SRAM
Flash

ホストI/F

通信CH

ペリフェラル

ミクストシグナル

セキュリティ

ハウジング

ARM966E-S/100MHz

xPIC/100MHz
672K

ー
8/16/32bit DPM
SPI/SQI 125M

MII (10/100 Mbps)
2 ch

PHY/スイッチ/ハブ
IEEE1588

UART/I2C/QSPI/CAN
IO-Link / USB 1.1 / MAC

PIO / GPIO / MMIO
SDRAMコントローラ無し

Timer

ー

15 ×15mm
BGA 244ピン/0.8mmピッチ

ARM966E-S/100MHz

xPIC/100MHz
672K

ー
8/16/32bit DPM
SPI/SQI 125M

MII (10/100 Mbps)
2 ch

PHY/スイッチ/ハブ
IEEE1588

UART/I2C/QSPI/CAN
IO-Link / USB 1.1 / MAC

PIO / GPIO / MMIO

Timer

ー

19 ×19mm
BGA 324ピン/1mmピッチ

MII (10/100 Mbps)

内蔵クリプトコアによる各種アルゴリズム対応
セキュアブート、AHB Firewallによる監視

10 ×10mm 
BGA 144ピン/0.8mmピッチ

IIoT対応機器開発に最適

One for all

■PCカード

ヒルシャーの組込み通信モジュールはロボットや各種
コントローラ、PLCやドライブといった様々なオートメー
ション機器内部に直接実装するCC-Linkスレーブ･イ
ンターフェースに適したハードウェア及びソフトウェア
が統合されたシングル･チップ･ソリューションです。ハ
イエンド･ネットワーク･コントローラnetXのおかげで全
ての通信タスクは実装されたマイクロプロセッサに
よって実行されます。APIが全てのプロトコルで共通
である事からcomX及びnetICといった弊社組込みモ
ジュール製品を差し替えるだけで他のフィールドバス
やリアルタイム･イーサネットに対応させる事が極めて
簡単に行えます。

■組込みモジュール

PCI Expressカード
CIFX 50E-CCIES

PCI Expressカード
cifXシリーズ

組込みモジュール
netJACKシリーズ

組込みモジュール
comXシリーズ

組込みモジュール
netRAPIDシリーズ

ロープロファイルPCI Expressカード　
CIFX 70E-CCIES　

組込みモジュール
COMX 51CA-CCIES

23 24



C
C
-Linkフ

ァ
ミリ
ー
対
応
製
品

開
発
の
流
れ

コ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
スト
受
験

C
C
-Linkフ

ァ
ミリ
ー
対
応
製
品

開
発
手
法
紹
介

受
託
開
発
メ
ー
カ
ー
紹
介

C
C
-Linkフ

ァ
ミリ
ー
の
主
な
仕
様

C C - L i n kファミリー対 応 製 品 開 発 手 法 紹 介

C
C
-Link協

会
へ
の
入
会

HMSインダストリアルネットワークス株式会社
〒222-0033
神奈川県横浜市港北区新横浜 3-18-3
新横浜 KSビル 6F
TEL: 045-478-5340
FAX: 045-476-0315
E-mail: jp-sales@hms-networks.com
URL: https://www.hms-networks.com/ja

HMS
INDUSTRIAL
NETWORKS

Anybus CompactCom 40 - CC-Link / CC-Link IE Field

ハードウェアや仕様に合わせて3種類の組み込み形態を選択可能な通信モジュール

AnybusソリューションならCC-Link/CC-Link IE Field対応機器の短期開発を容易に実現  

Anybus Communicator RS232/422/485 及び Anybus Communicator CAN は、
お使いの機器の既存のシリアルインターフェース RS232/422/485 又は CAN を
使用して CC-Link / CC-Link IE Field 対応を実現する、外置き型の高性能シリ
アルコンバータです。

非常にコンパクトな本製品は、制御盤内でも場所をとらず、DIN標準レール上に
簡単に取付けでき、機器側のプログラム変更などは必要ありません。  

Anybus Communicator RS232/422/485, CAN - CC-Link, CC-Link IE Field

シリアル、CAN機器をCC-Link / CC-Link IE Fieldに接続するプロトコルコンバータ
仕様

サイズ (L x W x H) 120 x 75 x 27  mm

取付方法 DINレール取付

シリアル側ボーレート 9.6kbps~57.6kbps

CAN 1.0, 2.0A, 2.0B, 
20kbit/s-1Mbit/s

電源 24V

動作環境温度 0 ～ 55°C 

コネクター　シリアル　
CAN

D-Sub 9ピン メス
D-Sub 9ピン オス

型式 Communicator 
RS232/422/485

Communicator 
CAN

特長

CC-Link AB7008 AB7321 • CC-Linkリモートデバイス局
• I/O点数 CC-Link v.2.0: 最大ビットデータ896点、ワードデータ128点
• ボーレート156kbps~10Mbpsに対応
• 占有局数1~4局  拡張サイクリック1~4倍（v.2.0）のみ

CC-Link IE Field AB7077 n.a. • インテリジェントデバイス局
• I/O点数 最大ビットデータ832点、ワードデータ204点
• 1Gbpsに対応

Anybus X-gateway - CC-Link / CC-Link IE Field

CC-Link / CC-Link IE Fieldと他の産業用ネットワーク、IIoTプロトコルに接続する
ネットワーク変換器

仕様
サイズ (L x W x H) 114 x 44 x 127  mm

取付方法 DINレール取付

電源 24V

動作環境温度 0 ～ 70°C 

PR
O

FIB
U

S 
M

aster

D
eviceN

et
M

aster

A
SI 

M
aster

EtherN
et/IP

M
aster

C
A

N
open

M
aster**

M
odbus-TC

P
M

aster**

EtherN
et/IP

Slave

M
odbus-TC

P
Slave

PR
O

FIN
ET IO

Slave

EtherC
A

T
Slave

C
C

-Link IE 
Field Slave

PR
O

FIB
U

S 
Slave

CC-Link AB7810 AB7819 AB7830 AB7680 n.a. AB9009 AB7841 AB7643 AB7661 AB7694 n.a. AB7852

CC-Link IE Field AB7953 AB7955 n.a. AB7957 n.a. n.a. AB7956 AB7958 AB7954 AB7961 n.a. AB7959

IIoT O
PC

 U
A

/
M

Q
TT

AB7562

AB7557

特長

• CC-Linkリモートデバイス局
• I/O点数 CC-Link v.2.0: 最大ビットデータ896点、ワードデータ128点
• ボーレート156kbps~10Mbpsに対応
• 占有局数1~4局  拡張サイクリック1~4倍（v.2.0）のみ

• インテリジェントデバイス局
• I/O点数 最大ビットデータ832点、ワードデータ204点
• 1Gbpsに対応

型式・ネットワーク

型式・ネットワーク

D
eviceN

et
Slave

C
A

N
open

Slave

M
odbus R

TU
Slave

C
C

-Link
Slave

J1939**

LO
N

W
orks

C
ontrolN

et
Slave

FIP Slave

Interbus 
Slave C

u

Interbus
Slave Fo

M
odbus Plus

PR
O

FIN
ET 

IR
T Slave C

u

PR
O

FIN
ET 

IR
T Slave Fo

CC-Link AB7862 AB7897 AB7621 AB7626 n.a. AB7627 AB7871 AB7879 AB7886 AB7892 AB7624 n.a. n.a.

CC-Link IE Field AB7960 AB7963 AB7964 n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a. n.a.

例： CC-Link IE Field - PROFINET 

CC-Link IE Field

X-gateway
Int 1. CC-Link IE Field Slave
Int 2. PROFINET Device

PROFINETP

*X-gateway CANopen Master, Modbus-TCP Master, J1939対応製品は形状が異なります。 
**”n.a.”の組み合わせは、標準Anybus製品では対応しておりませんのでご了承ください。詳しくはお問い合わせください。

Anybus X-gatewayは、種類の異なるPLCシステムやネットワーク間のI/Oデータ
転送を簡単に行い、工場設備全体で一貫した情報通信を実現します。
CC-Link / CC-Link IE Fieldと様々な産業用ネットワークを接続可能です。

PLC

仕様 Chip Brick Module
サイズ (L x W x H) 17 x 17  mm 36 x 36 x 8 mm 52 x 50 x 22 mm

52 x 37 x 16 mm （ハウジング無） 

- 8/16-bit パラレル（30 nsアクセス） 
- 高速SPI, 最大20 MHzまでボーレート設定可能
- シフトレジスタ（I/O機器用、サイクリック伝送時間 82 µs）
- UART （30シリーズとの下位互換性, 最大 625kbps）     

  

BGA VF400
0.8mmピッチ

1.27mmピッチ
ピッチヘッダー

50ピンコンパクトフラッシュ
コネクター

電源 3.3 VDC, 2.5V,
1.2V 

3.3 VDC 3.3 VDC

-40 ～ 100 °C -40 ～ 85 °C -40 ～ 70 °C
-40 ～ 85 °C （ハウジング無） 

型式 Chip Brick Module 特長
CC-Link ※ AB6672 AB6602

AB6702（ハウジング無）
• CC-Linkリモートデバイス局
• I/O 点数 CC-Link v.1.1（デフォルト）:
  最大ビットデータ 128 点、ワードデータ 16 点   
• I/O点数 CC-Link v.2.0:
  最大ビットデータ896点、ワードデータ128点   
• ボーレート156kbps~10Mbpsに対応
• 占有局数 1~4 局 拡張サイクリック 1~4 倍（v.2.0）のみ  

CC-Link IE Field  - AB6679 AB6609
AB6709（ハウジング無）

• インテリジェント デバイス局
• I/O点数 最大512バイトのI/Oデータに対応 
• 最大1536バイトのパラメータデータに対応
• 1Gbpsに対応

アプリケーション
インターフェース

アプリケーション
コネクター or PKG

動作環境温度

※型式についてはお問い合わせください。

*C40 CC-Link IE Fieldはチップの対応がございません。  

Anybus CompactComは、Chip（チップ）、Brick
（ブリック）、Module（モジュール）の3つの組み

込み形態で提供しており、最適な導入形態をお
選びいただけます。
どの組み込み形態を採用してもソフトウェアの互
換性を得られるため、開発工数および開発投資
は最小限にCC-Link / CC-Link IE Field*（スレー
ブ）対応機器の開発が可能となります。
一度 Anybus CompactComで開発いただけば、
ハードウェアの互換性が得られるため他のネット
ワークへの展開も容易となります。 

ホストデバイスの基板上にある
Anybusスロットと50ピン
CompactFlashコネクタ

仕様 Chip Brick Module
サイズ (L x W x H) 17 x 17  mm 36 x 36 x 8 mm 52 x 50 x 22 mm

52 x 37 x 16 mm （ハウジング無） 

- 8/16-bit パラレル（30 nsアクセス） 
- 高速SPI, 最大20 MHzまでボーレート設定可能
- シフトレジスタ（I/O機器用、サイクリック伝送時間 82 µs）
- UART （30シリーズとの下位互換性, 最大 625kbps）     

  

BGA VF400
0.8mmピッチ

1.27mmピッチ
ピッチヘッダー

50ピンコンパクトフラッシュ
コネクター

電源 3.3 VDC, 2.5V,
1.2V 

3.3 VDC 3.3 VDC

-40 ～ 100 °C -40 ～ 85 °C -40 ～ 70 °C
-40 ～ 85 °C （ハウジング無） 

型式 Chip Brick Module 特長
CC-Link ※ AB6672 AB6602

AB6702（ハウジング無）
• CC-Linkリモートデバイス局
• I/O 点数 CC-Link v.1.1（デフォルト）:
  最大ビットデータ 128 点、ワードデータ 16 点   
• I/O点数 CC-Link v.2.0:
  最大ビットデータ896点、ワードデータ128点   
• ボーレート156kbps~10Mbpsに対応
• 占有局数 1~4 局 拡張サイクリック 1~4 倍（v.2.0）のみ  

CC-Link IE Field  - AB6679 AB6609
AB6709（ハウジング無）

• インテリジェント デバイス局
• I/O点数 最大1536バイトのI/Oデータに対応 
• SLMPサーバサポート
• 1Gbpsに対応

アプリケーション
インターフェース

アプリケーション
コネクター or PKG

動作環境温度

※型式についてはお問い合わせください。

*C40 CC-Link IE Fieldはチップの対応がございません。  

Anybus CompactComは、Chip（チップ）、Brick
（ブリック）、Module（モジュール）の3つの組み

込み形態で提供しており、最適な導入形態をお
選びいただけます。
どの組み込み形態を採用してもソフトウェアの互
換性を得られるため、開発工数および開発投資
は最小限にCC-Link / CC-Link IE Field*（スレー
ブ）対応機器の開発が可能となります。
一度 Anybus CompactComで開発いただけば、
ハードウェアの互換性が得られるため他のネット
ワークへの展開も容易となります。 

ホストデバイスの基板上にある
Anybusスロットと50ピン
CompactFlashコネクタ

（2021/Q3リリース予定）
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ルネサス
エレクトロニクス
株式会社

ルネサス エレクトロニクス株式会社
〒187-8588 
東京都小平市上水本町5-20-1
TEL:042-320-7300
FAX:042-327-8656
URL： http://www.renesas.com

問合せ先

R-IN32シリーズがCC-Linkファミリー対応製品開発をサポートします。

LSI、開発ツール、サンプルソフトウェア・
ドライバ等をトータルソリューションとして
提供し、お客様の製品開発をサポートします。

ルネサス エレクトロニクスが開発した産業通信用LSI “R-IN32シリーズ”

はCC-Linkファミリーのスレーブ機器開発に使用可能な製品です。

LSIはもちろんのこと、Arm®開発環境、開発キット等の開発ツールとサン

プルのソフトウェア・ドライバ含めたトータルソリューションとして、スピー

ディー且つ容易に製品開発していただくことが可能です。また、CC-Link

ファミリー含めた各種通信プロトコルをサポートしておりますので、プラッ

トフォームとして開発することができます。

R-IN32M4-CL3は、イーサネット通信に重要な
「高速リアルタイム応答」「高精度通信制御（低ジッター通信）」を実現できます。
特徴
●機器間の時刻同期精度±1us以下(CC-Link IE TSN Class Bのみ対応)
●2ポートGbE対応PHY、CPU、RAM(1.3MB)をワンチップで実現
●R-INエンジンによるマルチプロトコル対応を継承
●小型パッケージとPHY用レギュレータ内蔵により実装面積の低減
●低消費電力 (対 R-IN32M3-CL2で35％低減)

※詳しくは「CC-Link IE TSN接続対応製品 開発手法のご案内」カタログをご参照ください。

R-IN32M4-CL3

評価ツール
初めてでも安心！
CC-Linkファミリーのソフトウェア開発がすぐにスタート!!

R-IN32シリーズは各種CC-Linkファミリーの通信規格に対応しています。

豊富な周辺機能を備えた評価基板なので
R-IN32M4-CL3の総合的な評価が可能

・CC-Link IE Field インテリジェントデバイス局に対応可能
・CC-Link IE TSNのクラスBにも対応、高精度な時刻同期と時分割通信を実現(※)

R-IN32M3-CLR-IN32M4-CL3
製品名

R-IN32
エンジン

Ethernet 
Controller

内蔵RAM

外部I/F

内蔵周辺機能

Package

UPD60510BF1-HN4-A

Instruction RAM : 768KB　　Data RAM : 512KB　　Buffer RAM : 64KB

Arm® Cortex®-M4 Processor with FPU
＋ リアルタイムOSアクセラレータ

＋ イーサネット・アクセラレータ

Gbit EtherPHY　内蔵

16/32bit CPU I/F、メモリI/F、
　シリアルフラッシュI/F、GPIO 最大106本

Timer（32bit:4ch,16bit:16ch）、
Watchdog-Timer（1ch）、UART（2ch）I2C（2ch）、

CAN（2ch）、CSI（2ch）、CC-Link（1ch）

R9A06G064MGBG R9A06G064SGBG

484pin FBGA
（23mm×23mm, 1mm pitch）

356pin FBGA
（17mm×17mm, 0.8mm pitch）

R-IN32M3-EC
MC-10287BF1-HN4-A

EtherCAT 
Slave controller

10M/100M EthernetMAC
＋ 2port Switch
2port Ether PHY

（10Base-T、100Base-Tx/Fx）

R-INシリーズラインナップ

ブロック図製品仕様

開発ツール ソフトウェア
ドライバ

LSI

Arm® Cortex®-M3 32ビットRISC CPU（100MHz）
＋ リアルタイムOSアクセラレータ

＋ イーサネット・アクセラレータ

16/32bit CPU I/F、メモリI/F、シリアルフラッシュI/F、GPIO 最大96本

Timer（4ch）、Watchdog- Timer（1ch）、UART（2ch）、
I2C（2ch）、CAN（2ch）、CSI（2ch）、CC-link（1ch）

324pin PBGA
（19mm × 19mm、1mm pitch）

CC-Link IE TSN
CC-Link IE Field

10M/100M/1G EthernetMAC ＋ 2port Switch

CC-Link IE Field

ー

本キット同梱品
●評価ボード
●JTAG-ICE (I-jet Lite)

ルネサス エレクトロニクス提供
CC-Linkファミリーサンプルソフト
R-IN32M4-CL3 ドライバ

評価ボード実装機能
●RJ45 Ethernet 2port
●CSI
●I2C

●EWARM（評価版） ●UART（USB）
●汎用入力（スイッチ）
●汎用出力（LED）

ルネサス エレクトロニクス提供
CC-Linkファミリーサンプルソフト
R-IN32M4-CL3 ドライバ

対応局

R-IN32M3-EC

R-IN32M3-CL

R-IN32M4-CL3

リモート局

－

－

◯

インテリジェント
デバイス局

－

◯

◯

リモート
デバイス局

◯

◯

－

R-INエンジン
Arm® Cortex®-M4 

processor with FPU

Check
Sum

Header
ENDEC

Buffer
Manager

Intelligent Device

Ethernet MAC
+2port Switch

Watchdog
Timer 
1-ch

Serial Flash
I/F(Quad)

SRAM I/F
(Master/Slave)

GPIO
(108port)

10/100M /1G
2port Ethernet PHY

CAN 
2-ch

CSI 
2-ch

UART 
2-ch

I2C 
2-ch

Timer
32bit 4ch

16bit:16ch

Remote Station

イーサネットアクセラレータ
リアルタイムOS
アクセラレータ

（HW-RTOS）

内蔵メモリ 
（RAM）

内蔵PHY用
2.5V Regulator

イーサネット
コントローラ

命令RAM
768KB

データRAM
512KB

バッファRAM
64KB

● CPU  Cortex-M4(100MHz)
● RAM  1.3MB　ECC対応
● 電源電圧 3.3V±5%
   1.15V±5%
● I/O  106本（最大）
● Ether Port 2ポート（10/100/1000 PHY内蔵）
● 豊富な周辺機能

● 32bit外部マイコンI/F
● UART
● I2C
● CSI
● Timer

● 動作温度範囲
● Tj = -40～+125℃
● Ta = -40～+85℃

R-IN32M4-CL3の詳細はこちらから

■ R-IN32M4-CL3
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株式会社
マクニカ

株式会社 マクニカ アルティマ カンパニー
本社　　　　：045-476-2155
名古屋営業所：052-533-0252
大阪営業所　：06-6397-1053
宇都宮営業所：028-627-1071
URL： https://www.alt.macnica.co.jp
＜お問合せ＞
https://f.msgs.jp/webapp/form/16344_qey_1/index.do

問合せ先

業界初の、CC-Link IE Field対応のFPGA用IP

インテル®FPGA向けに開発され、CC-Link IE Fieldのイ
ンテリジェントデバイス局専用のCP220相当でサイクリ
ックとトランジェント伝送に対応し、CC-Link IE Fieldの
通信に特化する事でCPU負荷を最小限にしています。

■CP220相当の機能を搭載
●三菱電機製の専用通信LSI（CP220）相当の機能搭載
●インテリジェントデバイス局用途
●サイクリック伝送とトランジェント伝送をサポート
●RX/RY=それぞれ2048ビット、RWr/RWw=それぞれ1024ワード
●インテル®社のソフトコアCPU Nios®Ⅱを使用する事でCPU負荷を

軽減

■IPコア（ALT-CLIEFA-USOC）のリソース
●低価格FPGA Cyclone®ⅤE対応
●ロジックエレメント ：37,000LE
●内部RAM ：1,400,000ビット
●DSPブロック ：4ブロック
●PLL ：4個
●インテル®社のシステム統合ツールQsysを通じて、Avalon®-MMに

接続されたNios®Ⅱが制御

■FPGAのメリットを活用
●既存のFPGAデザインとCP220相当のIPコアを同一のFPGAに実

装可能
●Quartus® Primeを使用した従来のFPGAの設計手法を通じて設計

可能
●外部セキュリティチップとしてCPLDを使用する事でIPコアを保護

■開発環境
●開発ボードとして、Industrial 

Network Kit（INK）を使用（IP
とは別途購入）

●暗号化IPデータ
●IPコアユーザーマニュアル
●ユーザーマニュアル
●サンプルデザイン

株式会社マクニカ

◎設立 ：1991年
◎本社 ：神奈川県横浜市
◎拠点 ：大阪、名古屋、宇都宮
◎Mission ：Leading Edge Solution Provider

インテル®社をはじめ、多くの最先端の大手半導体メーカーの代理店を務めるだけ
でなく、各種セミナーやワークショップ開催。PLDを中心としたデザインサービスや
オリジナルボードも開発・販売 。

NoC（ネット・ワーク・オンチップ）
アーキテクチャ構成による

高速内部接続

高性能インターコネクト

階層デザイン・フローが
スケーラブルなデザインを実現

階層設計

AXIバスやAvaloneバスに加えて
様々な業界標準のインタフェースに

柔軟に対応

業界標準インタフェース

システム・コンソールを使用した
実機システムにデバッグ用のと

トランザクション処理

リアルタイムデバッグサポート

Qsys

Memo
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TEXAS
INSTRUMENTS

TIのSitaraプロセッサについて詳細情報はこちらから www.tij.co.jp/sitara

日本テキサス・インスツルメンツ合同会社
〒160-8366
東京都新宿区西新宿6-24-1 西新宿三井ビル
TEL: 03-4331-2000（番号案内）
＜メールお問合せ＞
カスタマー・サポート・センター

（URL: http://www.tij.co.jp/csc）

問合せ先

TIのSitara™プロセッサはCC-Link IE Field Basicに対応し産業グレードのソリューションを提供します。

TI は、105℃での10万時間（11.4年）連続駆動、125℃までの高温

動作対応、長期供給などの産業グレードに対応したデバイスを、豊富

なデバイス・ポートフォリオと全プロセッサ共通のソフトウェア開発キッ

ト（SDK）によるスケーラビリティとE2E™フォーラムによる充実した

サポート環境と共に提供します。

TIによるCC-Link IE Field Basicリファレンス・デザイン www.tij.co.jp/tool/jp/TIDEP-0089

マルチプロトコル通信を実現するTIのSitaraプロセッサ
さまざまなアプリケーションに特化したアクセラレータを搭載したシングルおよび
マルチコアArm®プロセッサを提供

RTOSおよびLinuxプロセッサSDKに
より、以下の全てのSitaraプロセッサを
サポート
AMIC110, AM335x, 
AM437x, AM57x

TIの産業機器向け開発キット（IDK）と産業通信エンジン（ICE）は開発者が産業機器および産業通信アプリケーションのソフトウェアとハー
ドウェアを開発するためのテスト、開発および評価のためのモジュールです。CC-Link IE Field Basic機器の開発をスタートするために今
すぐご注文下さい！

●AMIC110プロセッサ
●外部磁気素子付きの10/100産業用

イーサネット・ポートが2個
●5V電源電圧入力、シングルチップ電源

ICのTPS650250は、ボード全体とデュ
アルDP83822 PHYに電力を供給

●512MBのDDR3メモリ
●TIのラウンチパッド互換のブースター

パック形式
●C2000 F28069Mラウンチパッド接続

用の3.3-V SPIインターフェイス

Sitaraプロセッサ上に実装したCC-Link 
IE Field Basicが、CLPA（CC-Link 
Partner Association）認証基準に対
応することを実証

主な特徴
●スレーブ局によるSLMPサポート
●マスター局で最大64局スレーブ局を
　サポート
●完全カスタマイズ可能なソースコード

1. RTOSおよびLinuxにCC-Link IE Field Basicスレーブ
およびマスターを実装

2. それぞれのプロセッサで10以上の産業通信プロトコルをサポート

3. ツール、ソフトウェアおよびトレーニング資料をオンラインにて提供

TIのSitaraプロセッサによるCC-Link IE Field Basicマスター&スレーブ・リファレンス・デザイン

CC-Link IE Field BasicをサポートするSitaraプロセッサ

開発キット

Industrial Motor Drive

Sensors &
Field Transmitters

Operator level
Slave communication

Control level
Master/Slave 
communication

Engineering

Industrial Ethernet or Ethernet or WiFi

Industrial PC

Visualization

HMI

Motion Controller/CNC

Controller

Industrial Ethernet

Master Node for
Industrial Ethernet

Slave Nodes for
Industrial Ethernet

Controller + Compute

PLC 1

Factory Automation Systems w/ Sitara

AM57x
Processors

AMIC110
SoC

Sensors &
Field Transmitters

AMIC110
SoC

AM57x
Processors

AM335x
Processors

AM437x
Processors

AM57x
Processors

AM335x
Processors

AM437x
Processors

AM57x
Processors

AMIC110
SoC

C2000
MCU

AMIC110
SoC

C2000
MCU

Industrial Servo Drive Industrial Robots

per axis

Industrial
Cameras

AM57x
Processors

C2000
MCU

AMIC110
SoC

Industrial Ethernet Industrial Ethernet

【主な特徴】

TMDXICE110

●AM3359プロセッサ
●OLEDディスプレイ搭載
●1GBのDDR3メモリ
●32MbまでのNORフラッシュメモリをサ

ポート
●SPIフラッシュ
●電源管理IC（TPS65910）
●RoHS準拠

【主な特徴】

TMDSICE3359

●AM4379プロセッサ
●1GBのDDR3メモリ
●QSPI-NORフラッシュ
●ディスクリート電源
●2Mピクセルカメラ搭載
●モーター制御のためのEnDat2.2イン

ターフェイス

【主な特徴】

TMDSIDK437x

●AM5728プロセッサ
●2GBのDDR3メモリ
●同時使用可能な４つのイーサネット・

ポート4（2ポートのPRU-ICSSによる実
装を含む）

●eMMC搭載
●Mini PCIe、USB3.0およびHDMIコネ

クタ

【主な特徴】

TMDXIDK5728

AMIC110

コアの種類

コプロセッサ

イーサネット（2）

シリアル入出力

その他の機能

開発キット

動作温度範囲（°C）

300MHzまでのCortex®-A8

2個の10/100 MAC

ー

ー
ー

TMDXICE110

PRU-ICSS（1）

CAN, I2C, SPI, UART, USB2.0, GPIO

2個の10/100 MACおよび
2ポートのギガビットスイッチ

3Dグラフィックス

-40 to 105°C

AM335x

1GHzまでのCortex-A8

ディスプレイ・サブシステム

TMDSICE3359

AM437x

1GHzまでのCortex-A9

2個のPRU-ICSS

CAN, I2C, SPI, QSPI,
UART, USB2.0, GPIO

ディスプレイ・サブシステム

暗号アクセラレータ

TMDSIDK437x

AM57x
1.5GHzまでのシングルまたは
デュアルCortex-A15＋DSP

2個のPRU-ICSSおよび
最大2個までのデュアルCortex®-M4

4個の10/100 MACおよび
2ポートのギガビットスイッチ

PCIe, CAN, I2C, SPI, QSPI,
UART, USB2.0, GPIO
ディスプレイ・サブシステム

ビデオ・アクセラレータ
2D・3Dグラフィックス

TMDXIDK5728
TMDXIDK5718

（1） PRU-ICSSはProgrammable Real-time Unit Industrial Communications Subsystemの略称です。
 それぞれのPRU-ICS Sは最大200MHzまでの２個のプログラマブル・リアルタイムコアをペリフェラルと共に搭載しています。

（2） 10/100 MACは PRU-ICSSに実現されており通常のイーサネットもしくは産業用イーサネットとして使うことが可能です。
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三菱電機エンジニアリング株式会社
CC-Linkパートナーメーカー様向け製品の受託開発、事前コンフォーマンステスト・認証試験受託
CC-Link/CC-Link IE対応製品の品揃えをお手伝いします。

三菱電機エンジニアリング株式会社
〒486-0906
愛知県春日井市下屋敷町字下屋敷139
名古屋事業所　技術サポートセンター
ＴＥＬ: 0568-36-2068  ＦＡＸ: 0568-36-2045
E-mail: mei_mee_testlab@mp.mee.co.jp
URL:www.mee.co.jp/sales/fa/meefan/

受 託 内 容

受託製品群

●電磁弁　●指示計　●温調計　●バーコード
●FAパソコンＩ/Ｆボード(PCI,cPCI,PCIe,VMEバス)　●重量計　●マスフローコントローラ　
●流量計　●電力計　●ＯＡ機器関連

上記以外の製品につきましても対応します。

受 託 内 容

CC-Link/CC-Link IEに関する
各種インタフェースボード、各種ユニット、
デバイスなどの製品化を受託します。

仕様打合せ

量産化

ハードウェア設　計

規格認証・支援

受託範囲

■高速デジタル回路、高密度実装、ビルドアップ構造、高周波回路、高電圧・大電流回路、
　アナログ回路、回路設計/基板設計、EMC対策設計

ソフトウェア ■ファームウェア、ドライバ、アプリケーション開発、ＣＳＰ＋、ＦＢ（ファンクションブロック）

■コンフォーマンステスト、環境試験（振動試験など）、ノイズ試験（EMC評価）、UL認証

筐　体 ■3D-CADによる効率設計、CAE解析、ラピットプロト製作など

■当社設計受託品のOEM製造に対応します。

三菱電機マイコン機器ソフトウエア株式会社
CC-Linkパートナーメーカー様向け製品の設計開発
CC-Link/CC-Link IEフィールドネットワーク関連製品のH/W設計開発及びS/W設計開発業務をお手伝いします。

問合せ先

〒462-0825 愛知県名古屋市北区大曽根3-15-58
 大曽根フロントビル2F
三菱電機マイコン機器ソフトウエア株式会社 中部事業所
TEL： 052-991-2446 FAX： 052-991-2443
E-mail： chubu@mms.co.jp
URL: http://www.mms.co.jp

問合せ先

ハードウエア電気回路設計 [設計・製造(外部委託)・試験]

ファームウエア、ドライバ設計 [設計・製造・試験]

FPGA設計 [設計・製造・シミュレーション]

当社はソフトウエア、ハードウエア、FPGAの技術を保有しており、お客様のご要望
に沿った開発形態をご提案いたします。

三菱電機マイコン機器ソフトウエア株式会社は、CC-Link IEフィールド
ネットワークの各種製品開発を行ってまいりました。
それら開発業務の中で蓄積した技術・ノウハウを活用し、CC-Linkファミ
リー対応製品の開発をご検討されているパートナーメーカー様に、高い技
術・品質で製品開発をお手伝いいたします。

受 託 内 容

三菱電機メカトロニクスソフトウエア株式会社
CC-Linkパートナーメーカー様向け製品の受託開発

CC-Link IEフィールドネットワーク、CC-Linkネットワークシステム関連製品の受託開発を行います。

〒461-8670　名古屋市東区矢田南五丁目1番14号
三菱電機メカトロニクスソフトウエア株式会社
名古屋事業所　FAシステム統括部 情報通信システム技術部
FAコントローラソリューションプロジェクトグループ CC-Link担当者
TEL： 052-723-1871　FAX： 052-723-7987
E-mail： netwk_info@msw.co.jp
URL： http://www.msw.co.jp/business/house_brand/CC-Link/

問合せ先

1999年より10年以上にわたりCC-Link接続製品の受託開発を手がけ、実績に裏
付けられた高い技術力と安定した品質で、CC-Link関連製品の各種ソフトウエアの
受託開発及び、ハードウエアを含むファームウエアの受託開発を行います。

●CC-Link IEフィールドネットワーク
●アプリケーション共通プロトコルSLMP
●マスタ局、ローカル局、
　インテリジェントデバイス局のファームウエア

●CC-Link
●マスタ局、ローカル局、インテリジェントデバイス局、
　リモートデバイス局のファームウエア
●インタフェースドライバ
●ソフトウエアパッケージ

＊CC-Link、SLMPは、三菱電機株式会社の登録商標です。
＊Ethernetは、米国Xerox Corporationの登録商標です。

CC-Link IEフィールド
対応機器

SLMP
対応機器

Ethernet
（TCP、UDP）

アプリケーション

SLMP

TCP/UDP

Ethernet

アプリケーション

サイクリック

トランジェント

CC-Linkデータリンク
プロトコル

通信ドライバ

MFP1

アプリケーション

ドライバ

OS

PCIバス

CC-Link通信

SLMP通信 開発品

アプリケーション

サイクリック

CC-Linkデータリンク
プロトコル

通信ドライバ

MFP3

受 託 内 容

株式会社タマディック
CC-Linkパートナーメーカー様向け製品の受託開発

CC-Link／CC-Link IE フィールドネットワーク関連製品の受託開発を承ります。

問合せ先

工場・設備でご使用になるカスタム品の開発から、開発品の設計・評価、
規格申請のサポートまでご要望に応じて開発、設計、評価業務を受託します。

■開発できるネットワークユニット ■お問合せから納品までの流れ

●CC-Link
●CC-Link IE フィールドネットワーク

■受託内容詳細
●H/W設計、F/W設計
●基板設計、基板製造
●筐体設計、筐体製造
●評価
●各種規格申請サポート

〒461-0022 　愛知県名古屋市東区東大曽根町22-28
株式会社タマディック
事業本部 FA・エレクトロニクス事業部 電技部
TEL： 052-740-2970   FAX: 052-740-2971
E-mail： fa_et_info@tamadic.co.jp
URL: www.tamadic.co.jp

ご相談

当社内検討

提案

仕様調整

F/W設計

F/Wデバック

筐体設計

筐体製造

H/W設計

基設計・製造

評価（試験）

各種規格申請サポート

納品

トータルサポートだけでなく、部分対応も可能です。

●お客様のご要望に応じた開発をお受けいたします。
　「デジタルからアナログまで」「構想設計から製品化まで」
　「組込みソフトウェア開発を含むボード開発」「EMCを考慮したボード開発」
●豊富な経験と設計ノウハウを活かし、ワンストップで対応いたします。
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CC-Link IE Control の主な仕様

CC-Link IE Field の主な仕様

CC-Link IE Field Basic の主な仕様

項　目 仕　様
イーサネット規格 IEEE802.3ab（1000BASE-T）準拠
通信速度 1Gbps
通信媒体 シールド付ツイストペアケーブル（カテゴリ5e）、RJ-45コネクタ
通信制御方式 トークンパッシング方式
トポロジー ライン、スター、リング
最大接続台数 254台（マスタ局とスレーブ局の合計）
最大局間距離 100m

サイクリック通信
（マスタ・スレーブ方式）

制御信号（ビットデータ）
RX（スレーブ→マスタ）
RY（マスタ→スレーブ）
制御データ（ワードデータ）
RWr（スレーブ→マスタ）
RWw（マスタ→スレーブ）

：
：
：
：
：
：

最大32768ビット（4096オクテット）
16384ビット
16384ビット
最大16384ワード（32768オクテット）
8192ワード
8192ワード

トランジェント通信（メッセージ通信） メッセージサイズ：最大2048オクテット

項　目 仕　様
通信速度 100Mbps
実装方式 ソフトウェア
接続形態 スター（スイッチングHUB接続）
ケーブル Ethernetカテゴリ5e以上
1ネットワーク当たり最大接続局数（オープン仕様） 64
サイクリック通信 対応
最大リンク点数/
ネットワーク

RX, RY 各512オクテット（4K点）
RWr, RWw 各4Kオクテット（2K点）

最大リンク点数/
局（複数局占有可能）

RX, RY 各8オクテット（64点）（固定）
RWr, RWw 各64オクテット（32点）（固定）

リンクスキャンタイム（16台接続） 10ms
トランジェント伝送 可能（最大2Kオクテット）
TCP/IP通信混在 対応

項　目 仕　様
通信速度/データリンク制御 1Gbps / Ethernet標準
通信制御方式 トークン方式
通信制御方式 リング
データ転送高信頼性機能 標準でデータ転送を二重化
1ネットワーク当たりの接続局数 最大120台
最大ネットワーク数 239
最大グループ数 32

光
ケ
ー
ブ
ル

光ファイバー仕様 1000BASE-SX（MMF）対応光ファイバケーブル
規格 IEC60793-2-10 Types A1a.1（50/125μm multimode）
伝送損失（max） 3.5（dB/km）以下（λ＝850nm）
伝送帯域（min） 500（MHz・km）以上（λ＝850nm）

総延長距離（光ケーブル総延長距離） 66km（120台接続時）
局間距離（最大） 550m（コア/クラッド＝50/125（μm））
コネクタ仕様 2連LC形コネクタ

規格 IEC61754-20：Type LC connector
接続損失 0.3（dB）以下
研磨面 PC研磨

伝送路形式 二重ループ
ツ
イ
ス
ト
ペ
ア

ケ
ー
ブ
ル

通信媒体 シールド付ツイストペアケーブル（カテゴリ5e）
コネクタ RJ45コネクタ、M12 Xコードコネクタ
総延長距離 12,000m
最大極間距離 100m

サイクリック通信 
（1ネットワーク当たりの最大リンク点数）

制御データ（最大リンク点数）
LB	：32768ビット
LW	：131072ワード
LX	：8192ビット
LY	：8192ビット

1局当たりの
最大リンク点数

LB 16384ビット
LW 16384ワード
LX 8192ビット
LY 8192ビット

CC-Link IEコントローラネットワークは1Gbpsの通信速度を実現し、データ伝送制御方式にはトークン方式を採用しています。�  
このトークン方式は、伝送路上でフレームの衝突が発生しないため通信のスループットが向上し、定時性の通信が求められるネットワークに最適です。

CC-Link の主な仕様

項　目
仕　様

Ver. 1.10 Ver. 2.00

制
御
仕
様

最大リンク
点数

リモート入出力（RX, RY） 各2048点 各8192点

リモートレジスタ（RWr） 256ワード 2048ワード（マスタ局←スレーブ局）

リモートレジスタ（RWw） 256ワード 2048ワード（マスタ局→スレーブ局）

拡張サイクリック設定 − 1倍設定 2倍設定 4倍設定 8倍設定

1台当りの
最大リンク
点数

1局占有
RX, RY 各32点 各32点 各64点 各128点

RWr, RWw 各4ワード 各8ワード 各16ワード 各32ワード

2局占有
RX, RY 各64点 各96点 各192点 各384点

RWr, RWw 各8ワード 各16ワード 各32ワード 各64ワード

3局占有
RX, RY 各96点 各160点 各320点 各640点

RWr, RWw 各12ワード 各24ワード 各48ワード 各96ワード

4局占有
RX, RY 各128点 各224点 各448点 各896点

RWr, RWw 各16ワード 各64ワード 各64ワード 各128ワード

最大占有局数 4局

通
信
仕
様

通信速度 10M/5M/2.5M/625k/156kbps

通信方式 ブロードキャストポーリング方式

同期方式 フレーム同期方式

符号化方式 NRZI

伝送路形式 バス形式（EIA RS485準拠）

伝送フォーマット HDLC準拠

誤り制御方式 CRC（X16＋X12＋X5＋1）

最大接続台数 64台

スレーブ局番 1〜64

最大ケーブル総延長と局間ケーブル長

マスタ局
リモートI/O 局

または
リモートデバイス局

局間ケーブル長

最大ケーブル総延長

CC-Link Ver. 1.10 対応ケーブル（終端抵抗 110Ω使用）

通信速度

156Kbps

625Kbps

2.5Mbps

5Mbps

10Mbps

最大ケーブル 総延長

1200m

900m

400m

160m

100m

局間ケーブル長

20cm 以上

リモートI/O 局
または

リモートデバイス局

ローカル局
または

インテリジェント
デバイス局

ローカル局
または

インテリジェント
デバイス局

CC-Link Ver. 1.10 対応ケーブル（終端抵抗110Ω使用）
通信速度 局間ケーブル長 最大ケーブル総延長
156Kbps

20cm以上

1200m
625Kbps 900m
2.5Mbps 400m
5Mbps 160m
10Mbps 100m

Ver. 1.10対応品とVer. 1.00対応品を混在させて使用する場合、最大ケーブル総延長と局間ケーブル長
は、Ver. 1.00の仕様となります。

接続ケーブル CC-Link Ver. 1.10対応ケーブル（シールド付3芯ツイストペアケーブル）
・Ver. 1.10対応ケーブル同士であれば、異なるメーカのケーブルの混在も可能です。
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CC-Link 推奨部品
品　名 型　名 メーカ

フィルタ MCT7050-A401 信華株式会社

RS485トランシーバ SN75ALS181NS TEXAS INSTRUMENTS

ツェナーダイオード

STZU6.2NT146 ローム株式会社

RD6.2Z ルネサス エレクトロニクス株式会社

PESD5V0U1UA NXPセミコンダクターズジャパン株式会社

品　名 型　名 メーカ

ゲート
制御用

フォトカプラ

HCPL-2611-500E

ブロードコム社HCPL-M611-500E

HCPL061N

PS9117A ルネサス エレクトロ
ニクス株式会社

デジタル
アイソレータ

ISO721
TEXAS 
INSTRUMENTSISO7221C

ISO7231C

品　名 型　名 メーカ

通信
信号用

フォトカプラ

HCPL-7720-500E

ブロードコム社HCPL-0720-500E

ACPL-072L

デジタル
アイソレータ

ISO721

TEXAS 
INSTRUMENTS

ISO7220

ISO7221C

ISO7231C

〈通信系絶縁時〉

CC-Link Ver.1.10とVer.2.00の相違点
接続台数

Ver.1.10

最大64台　ただし下記の条件を満足すること
①総局数

a＋b×2＋c×3＋d×4 ≦ 64
a ：　1局占有台数 b ：　2局占有台数
c ：　3局占有台数 d ：　4局占有台数

②接続台数
16×A＋54×B＋88×C ≦ 2304
A ： リモートI/O局台数�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�… 最大64台
B ： リモートデバイス局台数�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�… 最大42台
C ： ローカル局、インテリジェントデバイス局台数�… �…�…�… 最大26台

Ver.2.00

最大64台　ただし下記の条件を満足すること
①総局数
（a＋a2＋a4＋a8）＋（b＋b2＋b4＋b8）×2＋（c＋c2＋c4＋c8）×3＋（d＋d2＋d4＋d8）×4 ≦ 64

②全リモート入出力点数
（a×32＋a2×32＋a4×64＋a8×128）＋（b×64＋b2×96＋b4×192＋b8×384）
＋（c×96＋c2×160＋c4×320＋c8×640）＋（d×128＋d2×224＋d4×448＋d8×896） ≦ 8192

③全リモートレジスタ点数
（a×4＋a2×8＋a4×16＋a8×32）＋（b×8＋b2×16＋b4×32＋b8×64）
＋（c×12＋c2×24＋c4×48＋c8×96）＋（d×16＋d2×32＋d4×64＋d8×128） ≦ 2048
a ：　1局占有1倍設定台数 b ：　2局占有1倍設定台数
c ：　3局占有1倍設定台数 d ：　4局占有1倍設定台数
a2 ：　1局占有2倍設定台数 b2 ：　2局占有2倍設定台数
c2 ：　3局占有2倍設定台数 d2 ：　4局占有2倍設定台数
a3 ：　1局占有4倍設定台数 b3 ：　2局占有4倍設定台数
c3 ：　3局占有4倍設定台数 d3 ：　4局占有4倍設定台数
a4 ：　1局占有8倍設定台数 b4 ：　2局占有8倍設定台数
c4 ：　3局占有8倍設定台数 d4 ：　4局占有8倍設定台数

④接続台数
16×A＋54×B＋88×C ≦ 2304
A ： リモートI/O局台数�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�… 最大64台
B ： リモートデバイス局台数�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�…�… 最大42台
C ： ローカル局、インテリジェントデバイス局台数�… �…�…�… 最大26台

*Ver.1対応機器の場合は1倍設定として計算します。

CC-Link Ver.1.00 の仕様（Ver.1.10 との相違点）
CC-Link Ver.1.10とVer.1.00の仕様は次の2項目が異なります。
� 最大ケーブル総延長と局間ケーブル長
� 接続ケーブル

項　目 仕　様

最大ケーブル総延長と局間ケーブル長

マスタ局
リモートI/O 局
または

リモートデバイス局

＊2 ＊2 ＊2

最大ケーブル総延長

＊1

リモートI/O 局
または

リモートデバイス局

ローカル局
または

インテリジェント
デバイス局

ローカル局
または

インテリジェント
デバイス局

＊1　リモートI/Oまたはリモートデバイス局の局間ケーブル長
＊2　マスタ・ローカル局またはインテリジェントデバイス局と前後局の局間ケーブル長

Ver.1.00 対応CC-Link専用ケーブル（特性インピーダンス100Ω）の場合

通信速度
局間ケーブル長

最大ケーブル総延長
＊1 ＊2

156Kbps
30cm以上

1m以上（A）／2m以上（B）

1200m
625Kbps 600m
2.5Mbps 200m

5Mbps
30cm〜59cm＊ 110m

60cm以上＊ 150m

10Mbps
30cm〜59cm＊ 50m
60cm〜99cm＊ 80m

1m以上 100m

（A） : 1m以上はリモートI/O、リモートデバイス局のみのシステム構成の場合
（B） : 2m以上はローカル局、インテリジェントデバイス局を含めたシステム構成の場合

＊： リモートI/Oまたはリモートデバイス局の局間ケーブル長が1箇所でもこの範囲で配線する場合は上記に示
す最大ケーブル総延長となります。

接続ケーブル CC-Link Ver.1.00、Ver.1.10対応ケーブル（シールド付3芯ツイストペアケーブル）
＊Ver.1.00ケーブルは異なるメーカ間の混在はできません。
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点数
2.5Mbps
625kbps
156kbps
点数
2.5Mbps
625kbps
156kbps

2.5M／625k／156kbps
BITR方式（Broadcastpolling+Interval Timed Response）
T分岐
CRC
64台
1～64
8台
制限なし
制限なし
幹線の端に接続
ネットワーク診断、内部折り返し診断、スレーブ局切り離し、自動復列
専用フラットケーブル（0.75mm2×4）、
専用可動部用ケーブル（0.75mm2×4）
VCTFケーブル（JIS C 3306準拠、0.75mm2×4）

CC-Link/LTの主な仕様

4点モード 8点モード 16点モード
最大リンク点数 （  ）内は入出力同一番号使用時
1局当たりのリンク点数 （  ）内は入出力同一番号使用時

リンクスキャンタイム（ms）

通信速度
通信方式
伝送路形式
誤り制御方式
最大接続台数
スレーブ局局番
支線最大接続台数（1分岐当たり）
局間距離
T分岐間隔長
マスタ局接続位置
RAS機能

接続ケーブル

32局接続時

64局接続時

256ビット（512ビット）
4ビット（8ビット）

128ビット
0.7
2.2
8.0

256ビット
1.2
4.3
15.6

512ビット（1024ビット）
8ビット（16ビット）

256ビット
0.8
2.7
10.0

512ビット
1.5
5.4
20.0

1024ビット（2048ビット）
16ビット（32ビット）

512ビット
1.0
3.8
14.1

1024ビット
2.0
7.4
27.8

制
御
仕
様

通
信
仕
様

Ｔ分岐間隔長

幹線
 支線

支線長

支線長

終端抵抗 終端抵抗

リモート
Ｉ／Ｏ局

リモート
Ｉ／Ｏ局

リモート
デバイス局

リモート
Ｉ／Ｏ局

リモート
Ｉ／Ｏ局

リモート
Ｉ／Ｏ局

リモート
デバイス局

リモート
Ｉ／Ｏ局

電源
アダプタ

幹線長（支線長は含まない）

マスタ局

＊1

●ネットワーク配線仕様

リモート
Ｉ／Ｏ局

内　容 備　考項　目
2.5Mbps

35m

4m

15m

625kbps
制限なし

8台
100m

制限なし

16m

50m

156kbps

500m

60m

200m

終端抵抗間のケーブル長（支線長は含まない）

1分岐当りのケーブル長
（コネクタから機器までのケーブルも含む）
支線長の合計

通信速度
局間距離
支線最大接続台数（１分岐当り）
最大幹線長
Ｔ分岐間隔

最大支線長

総支線長

・ 支線は専用フラットケーブル、VCTFケーブル、専用可動部用ケーブルを混在して使用することができます。
・ 幹線内に異種ケーブルと混在して使用することはできません。
・ 同一支線内に異種ケーブルと混在して使用することはできません。

・ マスタ局は必ず幹線の片端に設置してください。
・ 終端抵抗はマスタ局から20cm以内に取付けてください。
・ 支線から支線を配線することはできません。

＊：Ver.1対応機器の場合は1倍設定として計算します。

項　目

CC-Link/LT推奨部品

メーカ機　種 型　名品　名

マスタ局

スレーブ局

フィルタ
RS485ドライバ／レシーバ

ツェナダイオード＊

（通信系絶縁時）
フォトカプラ
コネクタ（基板側）ライトアングル
コネクタ（基板側）ストレートタイプ
フィルタ
RS485 ドライバ／レシーバ

ツェナダイオード＊

コネクタ（基板側）ライトアングル
コネクタ（基板側）ストレートタイプ

CM04RC04T
MAX1487CSA+
①PESD5V0U1UA
②UDZU5.6B

PS9117A
38204-52S3-MOM PL
38204-62S3-MOM PL
DLW31SN102SQ2
MAX1487CSA+
①PESD5V0U1UA
②UDZU5.6B
38204-52S3-MOM PL
38204-62S3-MOM PL

太陽誘電株式会社
Maxim Integrated Products, Inc.

NXPセミコンダクターズジャパン株式会社
ローム株式会社

ルネサス エレクトロニクス株式会社

住友スリーエム株式会社

株式会社村田製作所
Maxim Integrated Products, Inc.
NXPセミコンダクターズジャパン株式会社
ローム株式会社

住友スリーエム株式会社

＊：①、②の２つの部品（各2個）の組合せで使用します。

仕様書ダウンロード
https://www.cc-link.org/ja/downloads/index.html#section-D

■CC-Link/LTの特徴については協会HPをご参照ください
　https://www.cc-link.org/ja/cclink/cclinklt/index.html
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C C - L i n k 協 会 へ の 入 会

█ 会員構成は？� （税抜価格）

レジスタード会員 レギュラー会員 エグゼクティブ会員 ボード会員
年会費

（　）内は途中入会月額 ─ 10万円
（0.9万円）

20万円
（1.8万円）

100万円
（8.4万円）

入会金 ─ ─ ─ 100万円
CC-Linkファミリー仕様書の入手 （会員からの申し込みに応じて無償提供）
SLMP技術使用権 ※1 ◯
CC-Linkファミリー技術使用権（SLMP以外） ─ ◯

コンフォーマンス
テスト料金

（1製品）

CC-Link

・ リモートデバイス局
・ リモートI/O局
・ ケーブル

該当せず 20万円 10万円

年会費に含む

・ マスタ／ローカル局
・ インテリジェントデバイス局 該当せず 30万円 20万円

CC-Link/LT
・ マスタ局
・ リモートI/O局
・ ケーブル

該当せず 20万円 10万円

CC-Link IE コントローラネットワーク ・ 通常局
・ 管理局 該当せず 30万円 20万円

CC-Link IE フィールドネットワーク
・ マスタ／ローカル局
・ インテリジェントデバイス局
・ リモートデバイス局

該当せず 30万円 20万円

CC-Link IE フィールドネットワーク 
Basic ※2 ・ マスタ／スレーブ局 該当せず 不要

（無料）
不要

（無料）

CC-Link IE 安全通信機能 ・ IESMAP（マスタ）
・ IESSLP（スレーブ） 該当せず 30万円 20万円

CC-Link IE TSN ・ マスタ／ローカル局
・ リモート局 該当せず 10万円 ※3 5万円 ※3

推奨配線部品試
験料金（1製品）

CC-Link IE コントローラネットワーク ・ 推奨ネットワーク配線部品 該当せず 10万円 5万円 

CC-Link IE フィールドネットワーク ・ 推奨ネットワーク配線部品 該当せず 10万円 5万円 

CC-Link協会・CC-Linkファミリーロゴの使用 ─ ◯
技術サポート ─ ◯
ホームページ・CLPAパートナー製品検索ツール ─ ◯
展示会への出展 ─ ◯
イベント各種案内
ホームページの社名掲載 ◯

※1 Seamless Message Protocol
※2 パートナー様ご自身でテストツールをダウンロードの上、受験いただきます。
※3 �CC-Link協会が認める試験機関でCC-Link協会が行う試験を代行して結果を提出した場合、費用は以下のとおりとします。�  

・レギュラー会員：5万円　・エグゼクティブ会員：2万円

CC-Link協会への入会
█ CC-Linkファミリー対応製品を開発いただくには…

CC-Link協会にご入会いただく必要があります！
入会のお申込みはこちら
https://www.cc-link.org/ja/clpa/members/index.html

█ CC-Link協会 会員区分

レギュラー会員
エグゼクティブ会員
ボード会員

••CC-Linkファミリー対応製品の開発
••CC-Linkファミリー対応製品の販売
••CC-Linkファミリーロゴの使用
••CC-Link協会からの技術サポート
••CC-Link協会からの製品PR（Web、展示会等）

レジスタード会員 ••CC-Linkファミリー仕様書の入手のみ可能

Memo
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